









大 会 発 表 要 旨1995.11.18.
モ ノ ギ とモ ギ ドウ
《能 の着 る,脱 ぐの考察 》
奥戸一郎/滋 賀文化短期大学
「能」 は歌舞 と語 りも のの ドラマで能の登
場人物の 「出立」は原則 として舞い語る為 に
相応 しい機能の追及 と積み重ねられた感覚表
現 の結果 と考えられる。「出立」は1冠 り物






年齢,職 業,社 会的地位 と感情 ばか りか季節,
風景迄 も自在 に表現する。特徴3)対 丈 に
清々 しい白足袋 と特徴4)重 く厚い装束が肉
体 を覆い隠す鋭角で立体的な着付,登 場人物
それぞれの 「出立」の極端な対比が特徴5)
である。 これ らの特徴は能が リア リズムの超









にバ ックア ップする。磨 き抜かれた素木の舞
台の白足袋の 「ハコビ」の美しさは比類が無
い。能舞台の機構か ら演者 は常に四方か らの
視線 に晒され前後の動 きが主 となり,芸や位
の決め手 となる後ろ姿の美しさも 「出立」が
作 り出す。 「出立」 は登場人物の時代,地 位





りと演出の為 に 「出立」の色彩 と文様の取 り
合わせに心を砕 く。様々に異なった装束が時
代 を超えて組み合わされると予期 しない新鮮
な美しさを生む,こ れ も長い歴史 と強い伝統
を持つ能のみが持つ魅力である。能役者が装
置 も照明の技巧も無い舞台で長時間見所の視




はあの世 とこの世を漂 っている霊魂だか ら尽




に添わぬ 「出立」は日常的な動 きを封 じ,現
実では滅多に見 られぬ非日常の能独自の美し
い 「型」 を創造 した。実際に 「出立」て見 る
と日常の感覚は殆 ど無 くなり,唯一外界 との
確実な接点 は両足裏のみで,辛 うじて残 る日
常の感覚 を足裏に集中し舞台に獅噛み付 くの
が 「カマエ」 となり大地(舞 台)か らmも
離れ難い動 きが摺足 となり 「ハコビ」 となっ




方が居た程の大事である。 ここに言 う 「物」
は決 して形似 下の物体で は無い。「つ きも
の」「もののけ」「もの ぐるい」「ものいみ」
或いは 「ものがた り」などと源の同じ 「超 自
然の力」で,こ の 「物」が能役者 を憑依させ
る。変身のスター トは 「物を着 る」事でゴー
ルが 「オモテを着 ける」事である。普通 は楽
屋で行 う 「憑依」 を舞台で 「モノギアシラ




指す 「一瞬の夢幻」を共有 したか らである。
能が元来持っ本質,基 本構造 に触れた 「中入
りとは鏡 の間でモノギをする事である」 と指






せる。衣を通 して男 と同化した舞い手 は見所
共々夢現 の世界 に迷 い込 む,こ れが 「移 り
舞」で能のメインデイッシュの醍醐味である。
これに比べて男の 『モノギ』は目上の前で舞












である。 『モギ ドウ』は文字 どお り裳(腰 か
ら下に着る衣)だ けの姿で,上 体は裸の記号
と読 み解 けば,『裳着胴』のシテの発信が適
確に受信できる。然 し 『モギ ドウ』は能が理
想 とする貴やかで幽玄な世界か らは最 も遠い
地相にある。能にしばしば見 られる逆説的表
現(柔 らかで弱いものを鋭 く強 く,荒々しく



















は珍 しく荒々 しい動 きをするが舞台に居 る時
間は例外な く短い,堪 えに堪 えた激 しい感情
を瞬時迸 らせてすぐに消える。或るものは救
われ るが殆 どは尽 きぬ嘆 きや恨み悲しみ,底
知れぬ怒 りと共にあの世に帰るのが 『モギ ド
ウ』 のシテの通例 である。『モギ ドウ』を能
が発生当初から殺落 とし続 けても残 り続 けた
全ての ドラマの根源 「日常の感情の直截な表




るの も世阿弥の残 した 「万人愛敬」の視覚化
の典型の一つである。『モノギ』『モギ ドウ』
を視座 に能の 「出立」 を考察 したが,小 学に
とって能 は五感 こそ楽しませて くれるが理性
を拒む 「あやしのもの」である。
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